
 オセアニアの住宅建築および住宅地計画に関する研究（梗概）  小林　克弘

 序論

 研究の目的と方法

 　本研究は，18世紀以来，短期間の内にめざましい発展

 を遂げたオーストラリアおよびニュージーランドにおけ

 る住宅建築と住宅地計画を研究対象とする。周知のよう

 に，オセアニアの住宅および住宅地計画は，イギリスや

 アメリカといった国々からの影響を強く受けながらも，

 豊かな自然や広大な国土といった特有の風土，気候，ま

 たそこから生まれた新たな生活様式に対応する形で独自

 の発展を遂げた。しかしながら，日本ではオセアニアの

 住宅を対象とした研究は，これまでほとんどなされてい

 ない。従って，本研究は，極めてパイオニア的な研究の

 範疇に属するものであるといえよう。

 　本研究は，実地調査および現地での資料収集を基にま

 とめられている。実地調査は1990年10月から11月にかけ

 て約1ヵ月間，オーストラリアのブリスベーン，シド

 ニー，キャンベラ，メルボルン，ホバート，アデレード，

 パースといった，オーストラリアにおいて主要な地域の

 かなりの部分を対象に行われ，約400件の住宅を見，かつ

 写真として記録した。また集めた文献資料は，書物にし

 て100点，パンフレット類で300点を数える。これらの写

 真資料，文献資料は，オセアニアに関する研究蓄積がほ

 とんどない日本において極めて重要であるといわねばな

 るまい。

 　さて，本研究テ一マに関しては，様々な角度から検討，

 分析を進めたが，今回の梗概では，特にオーストラリア

 の18世紀末から19世紀末までの住宅を対象とし，その様

 式的発展を考察した内容を整理することにした。という

 のも，今後研究をいかなる方向で深めていくにせよ，オー

 ストラリアのイ主宅建築の歴史的展開をまとめておくこと

 がまずは肝心であると思われるからである。

 　オーストラリアの住宅に関する従来の研究では，イギ

 リスやその他の国々からの影響については触れられてい

 るものの，個々の作品に関する造形面・様式面での分析

 はおおよそ不十分であった。すなわち，エントランス，

 窓といった構成要素や各部のプロポーションなどに見ら

 れる様式的特徴が，オーストラリアにどのような形で移

 植され，またオリジナルの作品に対していかなる変形を

 見せたのかといった問題に対する考察が明快になされて

 いないのである。

 　こうした立場から，本梗概では，代表的な建築家およ

 び作品を実例としつつ，具体的な考察，分析を行うこと

 により，オーストラリアの住宅建築の造形的，様式的特

 徴を明らかにしていきたい。

 主な既往研究について

 　以下，代表的な既往研究とその評価を示す。

 J．M．フリーランド著

 　「オーストラリアの建築」2〕

 イギリス人入植時代から，現代までのオーストラリア建

 築の歴史を，体系的に記述した初の研究であり，現在で

 も他にまとまったものが見られないだけに，オーストラ

 リア建築の歴史についての枠組みを知るには，最も適し

 たものであろう。

 　この本において著者は，「建築の歴史を示すことは，同

 時に，その国の歴史を示すことにもなる」という前提の

 もと，人々の趣味の変化，経済的な発展，といったオー

 ストラリア社会の移り変わりと，建築の変化との関連を

 明らカ｝にしようとしている。

 　従って，この本の中で述べられていることは，「建築家

 の建築についての物語ではなく，社会における建築の歴

 史」であり，それ故に，個々の作品に対する造形的考察，

 建築家の作品に対する設計意図の考察といった意匠論的

 観点からの記述は十分といえない。

 モートン・ハーマン著

 　「初期オーストラリアの建築家とその作品」3）

 1840年代までの，初期オーストラリア建築について，著

 者自身の手による豊富な図版を用いながら，詳しい解説

 を行っている。当時の新聞，雑誌といった資料もふんだ

 んに使われており，オーストラリア建築の歴史を研究す

 る上で，たいへん貴重な基礎的研究である。

 　基本的構成は，建築家ひとりにひとつの章を対応させ

 る形で，初期の建築家についてのプロフィールや代表的

 な作品などについてはひと通り網羅されている。

 　オーストラリアのコロニアル建築に対する評価を確立
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 した極めてパイオニア的な著作であり，その意味でもた

 いへん価値が高いといえる。しかし，初期の研究という

 こともあり，建築家や，建築作品の紹介が内容の中心と

 なり，著者自身による考察が十分ではない部分も多い。

 ロビン・ボイド著

 　「オーストラリアの住宅」4）

 　オーストラリアにおける住宅の流れを，様式的特徴と

 時代区分とを対応させながら，明快に分類して見せた著

 作である。各時代の代表的な住宅様式を挙げ，その意匠

 的な特徴を詳しく示すと共に，そこにみられる生活様式

 について述べている。おそらく，オーストラリアの住宅

 に関する初めての本格的な研究であり，ブーム様式，フェ

 デレーション様式といったオーストラリア独特の様式名

 称を定着させたということでも，その後のオーストラリ

 ア住宅の研究に大きな影響を与えたと1いえる。

 　しかし，本文中にも述べている通り，建築家に関する

 記述は，必要最小限に抑えてあり，どの建築家が、どの

 ようなタイプの住宅を作ったかていうような問題に関し

 ては，十分な答えを得ることはできない。

 様式の定義およびその選択について

 　一般に，似た特徴をもつ建築が，ある程度以上集まる

 とそこに様式を定義することが可能である．様式の具体

 的解釈については，様々な意見の相違が見られる。しか

 し，一般にオーストラリア建築の様式を定義するために

 とられる基本的立場は，次のように示す二とができる。

 すなわち，オーストラリア建築における様式名を考察す

 る場合，イギリスやアメリカなどの西洋諸国との関係を

 無視することは，不可能である。しかしながらオースト

 ラリア独自の特徴を特定することも必要である。従って，

 基本的には国際的に共通して使用される周語に従うが，

 より適していると考えられる場合は既にオーストラリア

 国内でのみ普及している用語を用いることとした。

 　特に本研究は，対象となる建築作品の様式を特定する

 ことや，新たな様式名を生み出すことを目的とするわけ

 ではない。前述の立場を念頭においた上で，参考となる

 既往研究を比較検討しそれらの中で共通の理解のもとに

 基本的な様式として認められているものを採用した。

 　特にジョージアン，レジェンシー，ゴシック・リバイ

 バル，イタリアネート，ブームヒいう6つの様式は，研

 究の枠組みを得るものとして用いている。

 　ジョージアンは，入植初期から用いられた最初の様式

 である。レジェンシーは，1830年代から用いられた。ゴ

 シック・リバイバル，イタリアネートの2つの様式は共

 にピクチャレスクの影響を受けた様式であるが，1840年

 代に広まった。また，ブーム様式は，1870年ころの建築

 ブームによって用いられた様式である．

 第1章　歴史的背景

 　本研究が対象とする時代は，英国からの囚人が初めて

 オーストラリア本土に上陸した1778年から，経済の破綻

 をきたす1893年までのおよそ110年間の期間である。この

 時期，イギリスでは産業革命がその最盛期を迎え，大英

 帝国としてもその絶頂期にあった。一方，オーストラリ

 アにとってこの時期は，入植者たちが，本国イギリスと

 は異なる厳しい自然や，囚人労働にともなう程度の低い

 技術などを克服し，その後のゴールド・ラッシュと，そ

 れによって起きた経済発展，社会的混乱などを経て連邦

 結成へとむかう成長の時代であった。

 　すなわち，イギリスという強大な国家の植民地として，

 その強い影饗下にありながらも，オーストラリア独自の

 文化が次第に形成されつつあった時代であったといえ

 る。建築的には，110年という決して長くはない期間に，

 様々な様式の混在，変化を見ることができる。イギリス

 では，ジョージ朝，ビクトリア朝という最も多様な趣味

 ■年表1）
 1768　ジェームス・クックの第1回南太平洋航行
 　　オーストラリア東部領有を宣言し，ニューサウス
 　　ウェールズと命名
 1776　アメリカ独立
 1788　ポート・ジャクソン内シドニー・コープに植民地開設
 　　　フィリップ初代総督に就任（～92年）
 1802　マーカーサー，羊毛生産開始
 1804　夕スマニア（当時バンティーメンズランド）のホバート
 　　　ヘ入植開始
 1809　マックワリ総督着任（～21年）
 1823　ニューサウスウェールズ，流刑植民地から英領植民地
 　　　となる
 　　　バンディーメンズランド独立の植民地となる
 1824　ブリスベーン入植開始
 1827　シドニーで最初の建築条例施行
 1829　ダーリングで総督による都市計画法が施行
 1833　シドニーで二度目の建築条例施行
 1835　ビクトリアのポードフィリップ湾ヤラ川に最初の入植
 1836　南オーストリアのアデレードに入植開始
 　　　ウイリアム・ライト大佐によるアデレードの計画
 　　　ロバート・ラッセルによるメルボルンの計画
 1837　ビクトリア女王即位
 1839　メルボルンの町を建設
 1845　国内製の鋳鉄か作られるようになる
 1849　メルボルンで建築条例が施行
 1851　ハーグーレイブズがニューサウスウエールズのバサース
 　　　トで金鉱発見，続いてビクトりアのパラットなどでも
 　　　金鉱発見
 1853　ペリー、日本に来航
 1854　最初の鉄道開通（ウィリアムズタウン～メルボルン）
 1855　各植民地への自治権付与始まる
 1859　クイーンズランド植民地，ニューサウスウェールズか
 　　　ら分離
 1861　土地白由化政策（ニューサウスウェールズ）や農業用土
 　　　地の購入奨励実施
 1875　メルボルン万国博覧会
 1892　西オーストラリア州で金鉱発見
 1893　金融恐慌，1～5月の間に13の銀行が営業停止となる
 1901　オーストラリア連邦結成
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が生まれた時代を迎えていたが，その結果，それに対応

する形で，様々な建築的様式が用いられていた。オース

トラリアには，そのような様式が，建築家のみならずイ

ギリス的な趣味を求める一般の人々によっても同時に伝

えられた。つまり，オーストラリアにおいては，様式と

は移入され，そして変形されたものなのである。

第2章　ジョージアン様式

2－1．様式的特徴とその背景

　オーストラリアの初期入植者たちにとって，最も身近

な様式とは，イギリスのジョージアン様式であった。本

未，この様式は16世紀イタリアの建築家によって書かれ

た理論書を基に，クリストファー・レンなどが広めた様

式であった。オーストラリアでは最初の恒久性を考慮に

入れた住宅である最初の総督邸（Government　House，

Sydney：1778）（図1）を始めとして，彼らはこの様式

をより単純化した形で自らの住宅に用いた。

　オーストラリアにおけるジョージアン様式住宅の大き

な特徴は，全体として箱型で，立面では，開口部や，煙

突などが，左右対称に配置されている。これは，基本と

なる建築的要素の配置や，全体の比例関係などといった

非装飾的要素によって，ジョージアン様式を表現してい

るといえる。

　しかし，本来イギリスの穏やかな気候に適したこのス

タイルでは，植民地の暑さや，雨量の多さに対応しきれ

なかった。そのためベランダが付加され，屋根庇は広く

なった（図2～3）。

2－2．ホームステッド

　オーストラリアにおける住宅の歴史の中でも大きな位

置を占めているのが，ホームステッドと呼ばれる富裕な

牧畜業者たちの住宅である。
　ホームステッドの原形を創り出した初期牧畜業者は，

軍人出昇であり，彼らはこの国の気候に適した住宅形式

として，同じ英国植民地であるインドのバンガロー住宅

（図4）を原形として持ち込んだ。インドのバンガロー

住宅は，大きな屋根で覆われた1階建住宅で，その周り

をベランダが取り囲んでいるものであり，例えば，最初

のホームステッドであるエリザベス・ファーム（El－

izabeth　Farm，Parramatta，N．S．W．：1793）（図5）の

ベランダは，部屋同士をつなぐ廊下として利用されたが，

これはまさしくバンガロー住宅で見られる手法である。

エキスペリメント・ファーム・コテージ（Experiment

Farm　Cottage，Paramatta，N．S．W．：c．1800）（図6）

を見ても意匠的にバンガロー住宅の影響を強く受けてい

ることがわかる。一方，半円形扇窓を載せた扉を中心と

して，細かく分割された窓を左右対称に配置した立面は，
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1図　　総督邸6）
　　（シドニー：1788）

図2　ロウズ・ヒル・ハウス27）　　　　図3
　　　（ウインザー，ニュー
　　サウスウェールズ：
　　1813－18）

ナリナ
（ホバート：1834）

図4　インドのバンガロー住宅24）
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　　　図5　エリザベス・ファーム
（パラマッタ，ニューサウスウェールズ：1793）

図6　エキスペリメント・ファーム・コテージ
（パラマッタ，ニューサウスウェールズ1800）
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ジョージアン的である，

　すなわち，ホームステッドとは、バンガロー住宅と，

イギリスのジョージアン様式との2つの流れを汲むオー

ストラリア固有の住宅なのである。

2－3．フランシス・グリーンウェイ

　　　　（Francis　Greenway，1777－1837）の住宅

　グリーンウェイは，実質的にはオーストラリアで最初

の建築家である。マックワリ総督の植民地政策のもとで，

多くの良質な公共建築を設計し，グリーンウェイの設

計した住宅は少ないが，その優れた比例感覚や，同時期

の住宅と比べてより洗練されたディテールは，他に類を

見ない。旧総督邸（Old　Government　House，Paramatta，

N．S．W．：1816）（図7）に付加されたポーチに用いら

れたイオニア式のオーダーは極めてルネサンス的であ

り，この点でも彼が，イギリスのジョーシアン様式の流

れを汲む建築家であることかわかる。また，セント・マ

シュー牧師館（St．Matthew　Rectary，Windsor，N．S．

W．：1825）（図8）においても，中心のペディメントや

窓回りの扱いは，当時のイギリスからの影響を強く反映

しているのであるが，特筆すべきは，そのベランダの扱

いである。ペディメントと幅を揃えることによって，ポー

チのようにも見えるように表現しており，そこにlベラン

ダ的なポーチというオリジナルからの変形の結果を見る

ことができるのである。

2－4．まとめ

　オーストラリアのジョージアン様式には，2つの流れ

が見られるのであるが，初期の住宅ではベラングの扱わ

れ方が，そのデザインの大きな決定要因となっているこ

とがわかる。

第3章　レジェンシー様式

3－1．様式的特徴とその背景

　オーストラリアにおけるレジェンシー様式の住宅と

は，1830年代に次第に登場してきた上流階級の冨を反映

したものといわれている。しかし，レジスンシー様式の

定義とその背景については，かなり曖昧である。レジェ

ンシー様式と呼ばれる住宅の具体的な特徴としては，立

面が，古典的なデザインのポーチを中心として左右対称

にデザインされていることや，壁面はパネルのように分

節されており，全面に白いスタッコが塗られていること

などが挙げられる。これが，ジョージアン様式のより洗

練された様式であるという点は，共通の見方であるが，

その背景に関しては，意見の分かれるところである。

　そもそもイギリスのレジェンシー時代（1790－1840）

とは，ナッシュによるイタリア風別荘や，ウィルキンス

図7　旧総督邸（ジェームス・プラッドワース（？）
　　パラマッタ，ニューサウスウェールズ：1800）

　　　　図8　セント・マシュー牧師館27）

（フランシス・グリーンウェイ，ウインザー，ニュー
サウスウェールズ：1825）

によるゴシック風主宅，また，スマークによるギリシャ

風公共建築といった具合に，異なった時代のみならず，

異なった文化から生まれた建築様式が同時に用いられた

時期であった。このような多様な様式の影響が，オース

トラリアにおけるレジェンシー様式の定義を難しくして

いるのである。

　例えば，J・M・フリーランドは，「プリンス・レジェ

ンシーがパトロンとなってジョン・ソーンが広めた様式

が、非常に単純に1なったもの」として，ソーンによる強

い影響をその背景としてあげている。5）

　一方，ターナーおよびコックスは，オーストラリアの

レジェンシー様式は，当時のイギリスに見られる様式の

ほとんどから影響を受けたとした上で，最も重要なのは

グリーク・リバイバルであるとする。しかし，その具体

的影響については，述べられていない。6）

　18世紀後半のイギリスは，スチュアートやレヴェッ

トによってアテネの遺跡調査が行われた結果，当時の建

築に用いられていた誤りの多い古典様式ではなく，正確

なギリシャ様式を用いようとする運動が起こった。これ

がグリーク・リバイバルであるが，この時期のオースト

ラリアにおける上流階級が積極的にこのスタイルを最新

のスタイルとして自らの住宅に取り入れようとしたとい

われている。従って，様式の移入とその変形という観点

に立つならば，クリーク・リバイバルという視点から捉

えることによって，レジェンシー様式に明快な様式的特

微を与える試みか町能である。
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 3－2．ジョン・ヴァージ（JohnVerge，1782－1861）

 　　　　の住宅

 　1827年に入植したヴァージは，その洗練されたデザイ

 ン手法と建築家としてのずば抜けた能力によって当時の

 上流階級からの依頼を一手に引き受けた。当時としては，

 最も成功した建築家であり，彼の住宅はレジェンシー様

 式の典型といわれる。エリザベス・ベイ・ハウス（El－

 izabeth　Bay　House，Sydney：1835）（図9）は，彼の代

 表作とされるが，その白く塗られた壁面や，窓回りのディ

 テールは，レジェンシー様式の特徴を明快に示している。

 また，パラペットを立て，屋根を隠す手法は，当時，他

 の住宅には見られない最新のものであった。中央のペ

 ディメントとポーチは，初期の計画案では，建物全体を

 囲む列柱と太いイオニア式の柱を持った中央のポーティ

 コとして計画されていたことがわかるが，そこにはグ

 リーク・リバイバルの強い影響を見ることができるので

 ある。
 　また，ビンヤード（TheVineyard，Ryda1mere，N．S．

 W．：1835）（図10）に見られるドリス式列柱のディテー

 ルは，グリーク・リバイバルの登場によってもたらされ

 たものであり，ルネサンスの影響が強いジョージアン様

 式には見られないものである。

 　以上のように，ヴァージが，グリーク・リバイバルを積

 極的に取り入れようとしたことがわかるが，それは，あ

 くまでも一部の装飾としてのレベルで用いられている。

 3－3．モーティマ・ルイス（Mortimer　Lewis）の住宅

 　ルイスは，1835年から14年間に渡って，植民地建築家

 をつとめグリーク・リバイバル様式の公共建築を数多く

 設計した。彼のデザインは，当時の出版物に負うところ

 が大きいのであるが，植民地であるオーストラリアでは，

 最新のスタイルであった。ファーンヒル（Fernhill，

 　Mulgoa，N．S．W．：1840）（図11）は，本来2階建て

 として計画された住宅である。その分節された壁面は，

 まさしくレジェンシー様式の特徴である。注目すべきは，

 ベランダに用いられた列柱であり，ヴァージのビンヤー

 ド同様に，極めてギリシャ的なデザインが施されている

 のである。しかし，ここでもグリーク・リバイバルは，

 一部分の装飾的要素として用いられているのである。

 3－4．まとめ

 　レジェンシー様式の住宅では，当時における最新のス

 タイルであったグリーク・リバイバル様式が，全体の支

 配的様式としてではなく，一部の装飾的要素として用い

 られていた。言い替えればレジェンシー様式とは，単に

 ジョージアン様式が洗練されただけのものでなく，新た

 にグリーク・リバイバルの要素が装飾として移入された

 スタイルなのであった。

 図9a  エリザベス・ベイ・ハウス初期案20）
 （ジョン・ヴァージ，シドニー）

 図9b　エリザベス・ベイ・ハウス20）

　　 （ジョン・ヴァージ，シドニー11835）

 　　　　　　　　図10　ヴィンヤード20）
 （ジョン・ヴァージ，リダルメヤ，ニューサウスウェールズ：
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1835）

 　　　　　　　し祷

 紅

 1111

 k

 　　　　　　　区11　ファーンヒル13）
 （モーティマ・ルイス，ムルゴア，ニューサウスウェールズ：
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1840）
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第4章　ゴシック・リバイバルとイタリアネート

　4－1．様式的特徴とその背景

　　1840年代から広く普及したゴシック・リバイバルとイ

　タリアネートという2つの様式は，ピクチャレスク美学

の影響を受けた建築家が好んで用いた。ピクチャレスク

の考えでは，自然の中にある荒々しさや，不規則性，多

様性などが重要であるとされたが，オーストラりアでは，

このような特徴が2つの様式によって表された。

　一般にゴシック・リバイバルの住宅は、破風板で装飾

された切妻屋根が不規則に配置され，ドーマーや，ベイ・

ウインドウなどによってその非対称性がより強調されて

いる。特に，初期のゴシック・リバイバルでは，浪漫主

義的色彩が強く，城郭風のデザインか好んで用いられた。

これは，シドニーの初期入植者たちにとっては，本国イ

ギリスヘの郷愁を誘う様式であった。

　彼らは，本国よりも荒々しく雄大なオーストラリアの

風景に自らの故郷の景色を重ね含わせなから，そこに

ボークルーズ・ハウス（Vaucluse　House，Vauclus，N．

S．W．：c．1920）（図12），リンゼイ（Lindsyy，Darling

Point，N．S．W．：1835）（図13）といったゴシック・リ

バイバルの住宅を建てることによって，ピクチャレスク

な景観を創り出そうとしたのである。

　また，1837年に新しい総督邸（Government　House，

Sydney．）（図14）がイギリスの建築家エドワード・ブロ

ア（Edward　Blore）による城郭風デサインよって建てら

れると，ゴシック・リバイバルは，最新のスタイルと考

えられるようになった。

　一方，イタリアネートの住宅は，メルボルンでの1951

年のゴールド・ラッシュを境に急増する。イタリア的な

明るいデザインは，急激に成長するメルボルンの雰囲気

や暖かな気候，また，新たに富を得た人々の楽天的な気

分を表すのに適していると考えられたのである。

　左右非対称のファサードに，ピラミッド型の履根また

はバラストレードの付いた塔が付随するのが大きな特徴

で，ベランダのかわりにアーチを持ったロッジアか用い

られることが多い。

　イギリスにおいては，ジョン・ナッシュが、大規模な

カントリー・ハウスにピクチャレスクな効果を与えるた

めに用いたスタイルであったが7），閑発業者によって

オーストラリアの一般的な住宅に広がると，そういった

理論的な設計意図ではなく，様式の持つイメージが優先

される場合が多くなった（図15～17）。

4－2．パターン・ブックの影響

　ピクチャレスクの流れを汲む住宅の普及に．大きな影響

を与えたのは，パターン・ブックの存在である。当時，

イギリスで多量に出版されたパターン・ブックの中には，

　　饗
篶蟻、肇茅撃ス事事

　　　　図12　ボークルーズ・ハウス
（ボークルーズ，ニューサウスゥェールズ：c．1920）

　　　　　　　　　図13　リンゼイ2）
（エドワー一ド・ヘレ1ン，ダーリングポイント，ニューサウスウェ
ールズ：1835）

　　　　　図14　総督邸19）
（エドワード・ブロア，シドニー：1837）

　　　　　　　　図15　ウールマース19）
（ウィリアム・アーチャー，ロングフォード，タスマニア：1842）

図16　ビクトリア総督邸19）　　　　図17セント・エルモ19）
（ウイリアム・ウァーデル，　　　　（グレーブ，ニューサウスウェ
サウス・ヤラ：1871－76）　　　一ルズ：c．1890）
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様々な建築様式の住宅が，力タログ的に掲載され，建築

に関する情報の少ないオーストラリアでは，その中のデ

ザインが用いられることも多かったのである。中でも広

く利用されたのは，J・C・ルードンの「コテージ・ファー

ム・ビィラの建築・家具百科辞典」8）であった。これを，

一般の人のみならず建築家でさえもしばしば用いた。特

に，カルソナ（Carthona，Darling Point，N．S．W．：1841）

（図18）は，ルードンのデザイン（図19）をそのまま用

いたゴシック・リバイバルの住宅として矢口られている。

また，ノースビュリー（Northbury，Longford，Tas,：

1862）（図20）は，典型的なイタリアネートの住宅である

が，アメリカの建築家によるパターン・ブックがそのデ

ザイン・ソースとして用いられている9）（図21）。

4－3．モーティマ・ルイスの住宅

　第3章で示したように，ルイスはオーストラリアにグ

リーク・リバイバルを広めた人物であるが，教会や住宅

に対してはゴシック様式を用いることがあった。リッチ

モンド・ビィラ（Richmond　Villa，Sydney：1849）（図

22）の基本形は，ベランダ付きの箱形であり，その点で

はオーストラリアのジョージアン様式に見える。しかし，

1階で飛び出したベイ・ウインドウや，煙突の位置が左

右対称を崩している。また，破風板付きの切妻屋根や，

尖塔アーチを意識したようなベランダ柱が用いられてお

り，極めてゴシック的な印象を与えている。建物のマッ

スを変化させるのではなく，装飾的な要素の配置の仕方

によってピクチャレスク的特徴を出そうとする手法がこ

こでは見られるのである。

4－4．ジェイムス・ブラックバーン

　　　　（James　Blackburn，1803－1854）の住宅

　ブラックバーンは，初期のタスマニアで数多くの建築

を建てた。彼は，ギリシャ神殿風の博物館や，ロマネス

ク風の教会などを設計したが，建築の目的に合わせて様

式を選択する態度は，同時代の建築家によく見られる。

住宅においてもゴシック・リバイバル，イタリアネート

の2つの様式を用いた。タスマニア総督邸（Govemment

House，Hobart：c．1840）（図23～25）のためには，3つ

の案が用意されている。ひとつは，中心にコリント式の

ポーティコがあるルネサンス的な左右対称の案である。

他の案は，ギリシャ風のデザインであるが，そのポーティ

コは，中心をはずされており，建物全体の構成か不規則

になっている。もうひとつの案は，イタリア風にデザイ

ンされているが，これも様々な要素によって不規則さが

強調されている。注目すべきは，そのスタイルの多様性

ではなく，マッスの構成に見られる不規則性であろう。

また，グランジ（The　Grange，Campbe1l　Town，Tas．：

c．1840）（図26）では，装飾的要素が最小限に抑えられて

1午

　　　図18　カルソナ
（ダーリングポイント，ニュー
サウスウェールズ：1841）

図19　ルードンのデザイン6）

　図20　ノースビュリー9）
（ロングフォード，タスマニア：
1862）

’呵概片I’隙

図21　パターンプック9）
　　　　　のデザイン

　　図22　リッチモンド・ヴィラ
（モーティマ・ルイス，シドニー：1849）

1
竈

　　　　　図23　タスマニア総督邸案12）
（ジェームス・プラックバーン，ホバート：c. 1840）
数、

漉犠喪．．

削㎜岨…・

　　　　　図24　タスマニア総督邸案12）
（ジェームス・ブラックバーン，ホバート：c. 1840）

’；1一

　　　　　図25　タスマニア総督邸案12）
（ジェームス・ブラックバーン，ホバート：c. 1840）

－305－



いるにもかかわらず，ドーマーや切妻屋根を持ったマッ

ス非対称な配置によってその様式をゴシック・リバイバ

ルとして特定することができる。以上のように，ブラッ

クバーンにとってはピクチャレスクの手法こそが第1の

設計原理であり，それは装飾的要素によってではなく，

建物を構成する基本的なマッスを不槻則に配置すること

によって，得られるものなのである。

4－5．まとめ

　オーストラリアの住宅ではピクチャレスクな効果を得

るため，単純なマッスに装飾的要素で変化を付ける手法

による住宅と，少ない装飾でマッスの構成に変化を付け

る手法による住宅という正反対の例を見ることができ

る。

第5章　ブーム様式

5－1．様式的特徴とその背景

　ゴールド・ラッシュ後のメルボルンで起きた人工の増

大とそれにともなう郊外の広がりは，住宅需要の増大を

引き起こした。その結果起きた建築ブームは，1870～1880

年代をその絶頂期として多くの土地成金を生んだ。彼ら

は，その富の象徴として立派な住宅を建てたが，そこに

新奇さや賛沢さを求めたため，イタリアネートを中心と

してロマネ又ク様式，第2帝政様式など多様な様式の特

徴を持つ折衷主義的なものとなった（図27～29）

　これが，ブーム様式と呼ばれる住宅の始まりである。

ブーム様式という様式名を定着させたのは，おそらくロ

ビン・ボイドであるが，彼に従えば，具体的な定義は次

のようなものになるであろう。すなわち，イタリアネー

トを基本としなからもファサードの装飾は，より豪華に

なり，スレート屋根はスタッコを塗った手すり子付き

ラペットによって隠される。また，茶色，赤，クリーム

色の煉瓦によるパターンが用いられる。鋳鉄製のベラン

ダ，茶色のベネチアン・ブラインドや，入口回りの派手

な色付きガラスのパネルが用いられることが多い，など

である10）（図30）。しかし，この定義は，大規模な住宅を

その先例として開発業者などによって大量に造られた比

較的小規模な住宅を対象としている。また，そこに使わ

れる様式がどのようにオーストラリアへ移入されたのか

という考察がなされていない。従って本章ては，まず第

一にブーム様式の原形である大規模な住宅作品に様式が

いかなる形で導入されたのかを具体的に考察してみる。

5一2．ジョセフ・リード（Joseph　Reed，1722－1890）

　　　　の住宅

　り一ドはメルボルンで最も成功した建築家である。

ゴールド・ラッシュ後のメルボルンに建った主な公共建

　　　　　　　図26　グランジ
（ジュニームス・ブラックバーン，キャンベルタウン，
タスマニア11c．1840）

紬籍、

　　　　　　　図27　マリティモ28）
　　　（ウイリアムズタウン，ビクトリア：1885）

　　　　唖　　　　榊㌃籔

　　図28　イラワラ　　　　　　　図29マンデヴィレ・ホール28）
（トゥーラック，ビクトリア：　（トゥーラック，ビクトリア：
1890－91）　　　　　　　　1877）

図30　ボイドによるブーム様式の例4）

築のほとんどは，彼の手によるものである。従って，彼

に住宅の設計を依頼できたの，一部の成功した人々で
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あった。ホッジキンソン邸（Hodgkinson　House，East

Melbourne，：1861）（図31）は，ブルーストーンで作ら

れたテラスハウスの一部である。ベランダの屋根を切妻

型にすることによって，テラスハウスをゴシック・リバ

イバル様式に見せるという極めて稀な試みを見せてい

る。また，ベランダや入口の上に四つ葉型の装飾が用い

られているが，他の住宅には見られないものである。リッ

ポンリー（Ripponlea，Melbourne，：1861）（図32）では，

外壁の多色煉瓦積みや，半円アーチのアーケードに，ロ

マネスクの影響が見られる。これはリードが，1863年に

イギリスを中心としてヨーロッパ旅行を行い，そこでラ

又キンによる中世イタリア建築に対する賛辞の影響を受

けたためである。ロマネスクの手法を最も早い時期に取

り入れたのが，この住宅であった。以上のように，リー

ドは，同時代の建築家の中でも極めて優れたデザイン能

力を持った建築家であり，新しいデザインを積極的に取

り入れることができた。

5－3．J．A．B．コッホ（J．A．B．koch）の住宅

　コッホは，ドイツ生まれの建築家であり，メルボルン

に数多くの豪華な住宅を設計した。ラバッサ（Labassa，

Caulfield，Vic，：1890）（図33）は，彼の代表作として

知られている。この住宅で最も特徴的なことは，そこに

第2帝政様式が導入されていることである。第2帝政様

式は，ナポレオン3世治世下（1852～1870）のフランス

で用いられた様式としてヨーロッパおよびアメリカで広

まった。彫刻的な装飾によって飾られたラバッサには，

この様式の代表的な特徴であるマンサード屋根や，アー

ケード，パラペットの手すり子などが用いられている。

また，オクスフォード（Oxford，Howthorn，Vic．：1880）

にも同様な特徴が見られる（図34）。この様式は，ホテル

や公共建築に使われることが多かったのであるが，その

豪華さや，派手さ故に莫大な富を得た人々の住宅には，

適したスタイルであると考えられたのである。

5－4．まとめ

　ロマネスク様式や第2帝政様式は，建築家の手によっ

て，その作品に支配的な様式として導入されたことがわ

かる。

結論

　以上のように多様な様式の移入とその変形の過程，お

よびそこに見られる手法の例を，オーストラリアの住宅

に見ることができた。

　第2章では，イギリスのジョージアン様式という固有

の様式が，バンガロー住宅の意匠的特徴や，ベランダと

いった新たな建築言語によって変形される例を見ること

駄

　　　　　図31ホッジキンソン邸
（ジョセフ・リード，イースト・メルボルン：1861）

　　　　図32　リッポンリー
（ジョセフ・リード，メルボルン：1861）

　　　　　　　　　図33　ラバッサ
（J．A．B．コッホ，カウルフィールド，ビクトリア：1890）

　　　　　図34　オクスフォード
（J．Al　B．コッホ，ホウソーン，ビクトリア：1888）
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  ができた。そこには，本国イギりスとは異なる厳しい自

  然が，初期の住宅のデザインに対し強い多響を与えたこ

  とか示されている。、

  　　第3章および第5章では，結果的にオーストラリア固

  有の様式に吸収されるスタイルか，どのように移入され

  たのか，異なる2つの例が示された。レジェンシー様式

  は建築家を中心として広められ，グリーク・リバイバル

  が装飾要素としてこの様式に導入されて，その特微的要

  素となった。一方，ロマネスク，第2帝政様式は，建築

  家の特定の住宅に支配的な要素として導人されたにもか

  かわらず，開発業者等によって広められブーム様式の

  一部として吸収された。

  　　これは，レジェンシー様式の時代は，雄築家を中心と

  した一部の人々のみが，建築デサインを意識的に行って

  いたが，ブーム様式の時代になると，その役割が開発業

  者などの登場によって薄らいできたことを如実に反映し

  ている。

  　　第4章の結果は，オーストラリアに移入された設計理

  論が，いかなる手法によって表現されるに至ったかとい

  う問題に関するひとつの例を示している。具体的には，

  ピクチャレスクの効果を得るための手法として，装飾的

  要素を用いた例（モーティマ・ルイス）と，マッスの構

  成を利用する例（ジェームス・ブラックバーン）という

  2つの全く正反対な例を見ることができた、、そこには，

  発展途上にある植民地オーストラリアの仏い技術力を克

  服するために単純な手法によって、最大限の効果を得よ

  うとする共通の設計意図を見ることができる。

  　　一般に，オーストラリアの住宅は，イギリスなどに見

  られる住宅が単純になったものとして一元的に考えられ

  がちであった。しかし，そこには，意識的または無意識

  的に自らが覚えてきたスタイルをその出発点としながら

  も，新しい環境にあうスタイルを模索しようとする積極

  的な意志が見られるのである。従って，アメリカや他の

  植民地とは異なる独自の様式的発展が，見られることが

 判明した。

  　　今後，こうした歴史的分析を踏まえなから，より広い

  視点からオース’ラリアの，ひいてはオセアニアの住宅

  建築および住宅地計画に関する研究を深めていきたい。
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